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研究成果の概要（和文）：我々は、介護老人施設において、入所高齢者の歯科治療を含めた口腔ケアを担当し口腔管理
に努めている。プロバイオティクスは、消化管内の細菌叢を改善し宿主に有益な作用をもたらしうる微生物である。我
々は、プロバイオティクスによる口腔環境の健全化をはかるために、Lactobacillus salivarius WB21株錠と同菌配合
オイルの口腔環境への影響について、口臭や歯周組織絵の改善効果やう蝕リスク因子への影響について検討した。その
結果、歯周組織の炎症の改善や口臭の減少やう蝕リスク因子に対して抵抗性を示すことが推測された。今後、介護高齢
者の環境への影響について検討する。

研究成果の概要（英文）： At the nursing and health care facilities for the elderly, we are contributing to
 oral administration of the aged, including dental and oral care.Probiotics are microorganisms which can l
ead to beneficial effects on the host by improving the bacterial flora in the gut. In order to measure the
 health of the oral environment by probiotics, In order to achieve the improvement in the health of the or
al environment by probiotics, we prepared for Lactobacillus salivarius WB21 containing tablets or Lactobac
illus salivarius WB21 containing oil .We discussed the possibility of the improvement of the oral environm
ent,
especially,periodontal tissue condition ,oralmalodor and  caries risk factors using by this  microorganism
. As a result, that was resistant to caries risk factors and showed the reduction of oral malodor and the 
improvement of inflammation of periodontal tissue . Future, we examine the impact on the oral environment 
of care the elderly.
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１．研究開始当初の背景 
近年、数多くの介護老人保健施設や福祉
施設が開設され多くの要介護高齢者・障害
者の方が入所されている。この領域におい
て、口腔内の歯牙や歯周組織の病的悪化が、
口臭、味覚障害、口腔機能や嚥下機能の低
下を招き、誤嚥性肺炎や低栄養、認知症の
進行につながるとされ、口腔ケアを含めた
歯科治療の重要性が強く示唆されている。 
特に、口臭は要介護高齢者・障害者の方の
口腔内環境の状態を示す指標として着目さ
れている。我々は、口腔内にプロバイオテ
ィクスの概念を取り入れ、乳酸菌の口腔内
細菌と口臭・歯周疾患に対する影響を報告
してきた。 
今回は、咀嚼・嚥下困難な状況が十分に
考えられる歯科治療に通院できない要介護
高齢者の方を対象に、乳酸菌を口腔内投与
し、乳酸菌を口腔内細菌と共存させること
により、口腔内細菌叢の変化と口腔内環境
の変化とそのことによる全身的健康状態へ
の効果に関する研究を目的とするものであ
る。 
２．研究の目的 
本研究においては、口腔内にプロバイオ
ティクスの概念を取り入れ、要介護高齢
者・障害者の方に、口腔ケアと併用して安
全性も確認されている有用性の高い乳酸菌
の有効的な投与方法を確立し、乳酸菌を口
腔内細菌叢と共存させることにより、口腔
内細菌叢を変化させ、歯周疾患などを含め
た口腔内の健康状況を改善させるとともに
そのことによる全身的健康の改善を目的と
するものである。 
３．研究の方法 
1）Lactobacillus salivarius WB21株配合タブ
レットの口腔環境への影響 
口臭患者 23 名を対象としてランダム
化二重盲検プラセボ対照クロスオーバー
試験を実施し、乳酸菌 Lactobacillus 
salivarius WB21 株配合タブレットの口臭
抑制効果をプラセボと比較した 4。タブレ
ットの摂取方法は一日 3回食後に、毎回
1 錠を口の中で溶けるまで噛まずに溶か
した (2.0 × 109 colony-forming units 
(CFU)/日)。試験開始前と 2週後に、口臭
検査 (官能検査、ガスクロマトグラフィ
ー検査)、口腔内診査、唾液検査を行った。
介入期間およびウォッシュアウト期間を
2 週間とし、介入開始前と介入最終日に
口臭検査、口腔内診査、唾液検査を行っ
た。 
2）L. salivarius WB21配合オイルの開発
と口腔環境の管理への有用性の検討 
初診の歯周病患者 42 名を対象として二
重盲検ランダム化比較試験を実施し、
WB21配合オイルの歯周組織および細菌叢
に及ぼす効果をプラセボと比較した 5。オ
イルの摂取方法は一日 3回食後に、毎回オ

イル 5滴を舌中央に滴下し、舌で口腔内全
体に行き渡るように広げた  (4.0 × 108 
CFU/日)。試験開始前と 2 週後に口腔内診
査と唾液検査を行った。 
3）Lactobacillus salivarius WB21株配合タブ
レット摂取によるう蝕リスク因子への影響 
健全な被験者 64 名を対象とした非盲検
ランダム化比較試験を実施した。被験者を
くじ引きにより無作為に 4 群にわけ、L. 
salivarius WB21 株配合タブレット、L. 
salivarius LS1株配合タブレット、比較対象
品としてStreptococcus mutansに対する抗体
を配合したオーバルゲン DC 配合タブレッ
ト、キシリトール配合タブレットのいずれ
かを割り当てた。タブレットを噛まずに舐
めるよう指示し、摂取前と摂取 10分後のミ
ュータンス菌数、乳酸菌数、刺激唾液量、
唾液 pH、唾液緩衝能の変化を評価した。 
4）ヒノキチオール配合ジェルによる口腔清
掃が口臭に与える影響 

Porphyromonas gingivalis (Pg) 、
Prevotella intermedia (Pi)、Fusobacterium 
nucleatum (Fn) の標準菌株を対象に阻止
円実験を行った (MIC)。また Pgに対して
最小殺菌濃度 (MBC) ならびに経時的な
抗菌活性を調べた。また、真性口臭症患
者 18 名を対象にランダム化比較試験を
行った。被験者を無作為にヒノキチオー
ル配合ジェル群 (実験群、9名) とヒノキ
チオール無配合ジェル群 (対照群、9 名) 
に割り当て、1 日 3 回毎食後に口腔ケア
を行うよう指示した。使用開始前 (DB) 
と 4 週後に口臭検査 (官能検査・ガスク
ロマトグラフ分析) と口腔内診査 (歯周
ポケット  (PPD)・プロービング時出血 
(BOP)・プラークインデックス (PlI)・舌
苔スコア・舌表面の保湿度) を実施した。 
 
４．研究成果 
1）Lactobacillus salivarius WB21株配合タブ
レットの口腔環境への影響 
口臭患者を対象としたランダム化二重
盲検プラセボ対照クロスオーバー試験に
おいて、官能検査値はWB21期とプラセ
ボ期で共に有意に改善した。揮発性硫黄
化合物  (volatile sulfur compounds, 
VSCs) については、WB21期で有意な減
少がみられ、プラセボ期との間に統計学
的有意差が認められた。臨床パラメータ
においては、WB21 期ではプラセボ期に
比較して歯周ポケットの有意な減少がみ
られた。唾液中の細菌の定量解析では、
WB21 期ではプラセボ期に比較して全菌
数と VSCs産生能を持つ Fusobacterium 
nucleatumの菌数が有意に減少した。こ
のように、WB21 配合タブレットの摂取
は、口臭および歯周疾患の改善に効果が
あることが明らかになった。 
2）L. salivarius WB21配合オイルの開発
と口腔環境の管理への有用性の検討 



歯周病患者を対象とした L. salivarius 
WB21配合オイルの二重盲検ランダム化比
較試験において、WB21配合オイル群 (20
名) とプラセボ群 (22 名) では共に、歯周
ポケット、プロービング時出血、刺激唾液
量の改善がみられた。プラセボ群における
改善は、オイルの疎水性による口腔内細菌
の除去効果が関係していると考えられる。
WB21配合オイル群ではプラセボ群に比較
して、プロービング時出血の改善効果が有
意に優れていた。唾液中の細菌定量解析で
は、WB21配合オイル群で全菌数の有意な
減少と L. salivarius の有意な増加がみら
れた。一方、プラセボ群では Prevotella 
intermediaの増加がみられた。WB21配合
オイルの摂取は、歯周組織を改善し、細菌
の繁殖を抑制するなど、口腔環境の改善に
役立つことが示唆された。 
3）Lactobacillus salivarius WB21株配合タブ
レット摂取によるう蝕リスク因子への影響 

L. salivarius WB21株配合タブレットはキ
シリトール配合タブレットに比較して唾液
中のミュータンスレベルを有意に減少させ
た。L. salivarius LS1株配合タブレットはキ
シリトール配合タブレットに比較して刺激
唾液量と唾液緩衝能を有意に増加させた。
オーバルゲン DC 配合タブレットはキシリ
トール配合タブレットに比較して唾液緩衝
能を有意に増加させた。いずれのタブレッ
トも摂取後に唾液 pH を低下させることは
なかった。 
4）ヒノキチオール配合ジェルによる口腔清
掃が口腔内環境に与える影響 
ヒノキチオールの MIC は Pg: 0.002%, Pi: 

0.1%, Fn: 0.05%であり、Pgに対する MBCは
0.016%であった。また Pgに対する抗菌活性は
経時的に進み、濃度依存的であることがわか
った。臨床的検討では、実験群と対照群の間
で DB の口臭レベルと口腔内状態に統計学的
違いはみられなかった。DBと 4週後を比較し
たところ、口臭検査では実験群で官能スコア
と VSCに有意な改善が、対照群で官能スコア
に有意な改善が認められた。口腔内診査にお
いては、実験群で PPD、BOP、PlIが有意に減
少したのに対し、対照群では有意な変化はみ
られなかった。舌苔スコアと舌表面の保湿度
は両群ともに変化しなかった。ヒノキチオー
ルは歯周病関連嫌気性菌に対して抗菌活性を
示した。ヒノキチオール配合ジェルによる口
腔ケアは、歯周組織と口臭の改善をもたらし
た。 
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